
【Aスタイル課題】  （2024年10月ver.） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【カット展開略図について】  

Aスタイル/ショートボブ・フレアバング  
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意識し、斜めスライスで
グラデーションにカット。 

 
・サイドのこめかみより下は

指一本分リフトアップし 
 

 

・顔周りのみに 

 

 
 

・見本のウィッグは質感調整、セニング等の全てなし。 



【Aスタイル課題】  （2024年10月ver.） 
 

 
 

富士額から 
奥行き約4cm 
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➊ ➌ 
 

 

 
 ➍ ❺ ➌ ❷ 
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フロントボックス横幅約6cm 

  

富士額奥行きから約4cm 

 
❶（フロントボックス）→イヤトゥイヤをとり❷、❸上下にわけとる 
（サイドセクション左） 
❹、❺逆サイド上下にわけとる（サイドセクション右） 

 

 

 

 

 

 
 

【ウィッグ・アンダーレベル事前準備】 JHCAレベル8明度にリフトアップ  

（参考：ライトナー、脱色剤 6%×2  

放置タイム25-30分）※協賛メーカー使用の事  

【Aスタイル課題】 スライシングとチップのコンビネーション 
 

Aスタイル/ショートボブ・フレアバング  

 



【Aスタイル課題】  （2024年10月ver.） 
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ブリーチ剤を用いてハイライトを入れる ＜薬剤:パウダーブリーチ6% (ハイブリーチが望ましい） 
JHCA13レベルに仕上げる ※アフタートナーなど無し、抜きっぱなしハイライト 

＜手順＞ 
❻バックボックス→❷❸サイドセクション左→❹❺サイドセクション右→❶フロントボックス 

 

 

 

・正確なチップ、スライシングであること 

・ブリーチ後のトナー、オンカラーなどをせずに13レベルで明度を合わせる事 

ホイルワーク手順  



【Aスタイル課題】  （2024年10月ver.） 
 

 
 

 

 

 

スライシング（スライスの深さ2mm,幅4.5cmから5.0cmのスライシング）

ウィービング（深さ、幅、間隔共に5mm) 

 

 
・上記の赤線 の通り2mm（頭頂部・サイド、バック、顔周り） 
2mmのカバーリングを残す。 

・上下のチップが重ならないようにブリックワークをする。 

ホイルワーク展開略図  



【Bスタイル課題】  （2024年10月ver.） 
 

 

 

 

 

 

【カット展開略図について】  

Bスタイル/ワンレングスボブ・バングあり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・台座上1cmでカット。 

 
 
 

 
・見本のウィッグは質感調整、セニング等の全てなし。 

 

 

 



【Bスタイル課題】  （2024年10月ver.） 
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バング幅と同じ奥行き約6.5cm

横幅は黒目の真ん中 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

【ウィッグ・アンダーレベル事前準備】 JHCAレベル8明度にリフトアップ  

（参考：ライトナー、脱色剤 6%×2  

放置タイム25-30分）※協賛メーカー使用の事  

【Bスタイル課題】 ダブルチップとローライトのコンビネーション 
 

Bスタイル/ワンレングスボブ・バングあり  

 



【Bスタイル課題】  （2024年10月ver.） 
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ブリーチ剤を用いてハイライトを入れる ＜薬剤：パウダーブリーチ6% (ハイブリーチが望ましい）＞ 
JHCA13レベルに仕上げる ※アフタートナーなど無し、抜きっぱなしハイライト 
ローライト＜薬剤：アルカリカラー５レベル ナチュラルブラウン系 ６％＞ 

 

 

＜手順＞ 
❹バックボックス→❷サイドセクションの左→❸サイドセクションの右→❶バングセクションの順にホイルワーク 

ホイルワーク手順  

 

 

  

  

 
 
 

 
 

 
 

 



【Bスタイル課題】  （2024年10月ver.） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローライト（スライスの深さ3mm,幅4cmから4.5cmのスライシング） 
 

Ⓒ 
➁ 2cmの

スライス 

ダブルチップは、ウィービングⒸからとる。（深さ、幅、間隔共に5mm) 
Ⓒを終えたら上にあげピンでとめておく 
その後、Ⓒと同じ箇所のチップ➁をとる。
ブリックワークは行いません。 

ホイルワーク展開略図  
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＜持ち物＞  

ウィッグ2体（EX-7)  
  

●試験用  

＜薬剤＞  
（ Aスタイル ） 

オキシ6%  
 

（Bスタイル） 

 
 

 

 

クランプ   ハケ等 計り カップ 

 

 

  

 

 

 

 

 

※当日、スタジオ・事務局共に道具や薬剤の貸し出しはできません。必ず持参してください。  
※事前にこの資料の通り必ずウィッグをカット・カラーをして来てください。  
※必ずJHCA協賛9メーカーの薬剤使用してください。 

 

 

 

（2024年10月ver.） 

持ち物・注意事項  


